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航空写真をもちいたスズガモの個体数調査方法の検討
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はじめに

海上に分布する水鳥類の個体数調査は，通常陸上から望遠鏡を使った方法で行なわれる

(松田1985)．しかし，海上の鳥は個体数が多く，特に風や波があるとその姿が見え隠れす

るなど，個体数を正確に把握することがむずかしい（桑原ほか1994)．千葉県浦安市から船

橋市にかけての海域には，越冬期に数万羽のスズガモＡｙ"Iyzz"α"ﾉαが渡来する．1989～

1996年の毎年１月に同海域で記録されたスズガモの個体数は，1994年の最少19,000羽から，

1996年の最大93,420羽まで年によって大きなばらつきがみられる（環境庁自然保護局野生

生物課19891996)．地上からの観察によって数万羽のスズガモをかぞえることは，上記のよ

うに技術的にもむずかしく，このようなばらつきの生じる１つの要因と考えられる．

蓮尾（1986）は千葉県市川市の行徳鳥獣保謹区において，３階建ての観察舎の屋上から

スズガモの群れを撮影し，写真から個体数をかぞえる方法を紹介している．しかし，この手

法では高い位置に撮影場所を確保する必要があり，場所によってはその条件を満たすのが困

難である．高所からのもう１つの調査方法として航空機の利用があり，国内ではタンチョウ

G“”0"elzsjsの営巣場所の確認にもちいられた事例がある（正富ほか1994a,b,1995,1996)．

そこで，筆者らはスズガモの個体数および分布を明らかにする方法として航空写真の利用を

試みた．

調査地および鯛査方法

調査は1996年11月１３日に，船橋市潮見町から習志野市茜浜にかけての海域で行なった．

撮影時の天候は晴れで，東京管区気象台によると平均風速は6.8ｍで，東京港・東京灯標に

おける最大有義波は82cｍ（東京都港湾局1997）であった．撮影時の太陽高度角は約25度

であった．総飛行時間は14時10分から１４時50分までの40分間で，このうち撮影を行なっ

た時間は14時20分から１４時40分までの20分間である．スズガモが生息すると想定される

海域の上空を飛行し，機内から目視で群れを確認した後，高度457ｍで2.5秒～3.0秒間隔の
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連続撮影を行なった．撮影したフィルムは現像後，カラー密着プリントを作成した．群れの

写っている写真は２倍に拡大プリントし，スズガモが確認しやすいように色補正と強調補正

のデジタル処理を行なった．

使用した航空機はガルフストリーム・コマンダ695型，航空カメラの機種はRC-30，レン

ズは152.96ｍｍである．撮影時のシャッター速度は1/400，絞りはf4である．フィルムはコ

ダックエアロカラー2445を使用した．なお，写真が撮影された位置を正確に把握するために

ＧＰＳ（GlobalPositioningSystem）をもちいた．離陸前に航空カメラの時計とＧＰＳを管理す

るコンピューターの時計を秒単位まで一致させ，フィルムに写し込まれた時間とGPSのデー

タをもとに航跡図（図１）を作成した．

結果および考察

今回撮影された航空写真を図２に示した．撮影時には茜浜地先の海上に沿ってスズガモの

群れが分布していた．写真では海面は青色に，スズガモは白い点状に写り，写真から１羽１

羽をかぞえることが可能であった．また，連続した写真を組み合わせてみることで，地上か

らの観察では把握がむずかしい群れの位置や形状も把握することができた．デジタル処理後

の写真を図３に示した．デジタル処理後の写真では海域は黒くなり，白く写るスズガモがさ

らに強調された．航空写真を用いた調査方法は，スズガモの個体数や分布の把握に十分有効

である．そして，スズガモと同程度か，それ以上の大きさであること，純群に近い群れを形

図1．航跡図

Fig.１．Mapofthenightcourse．
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I,x13．デジタル処理後の航空写真
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成すること，局所的な分布をするといった条件を満たせば，ほかの水鳥類にも応用が可能と

考えられる．

問題点として，白波や陽光の反射によって生じる白い部分と，スズガモとの区別が困難な

ことがあげられる．このうち，白波については，海上の波が静かな日を選定することにより

解決できる．一方，画面上に陽光の反射が生じる位置と範囲は，調査地の緯度と撮影月日・

時刻，レンズの焦点距離などから，あらかじめ予測することができる（F1emingl968)．し

たがって，連続撮影を行なう際に，反射の生じる部分が重なるように撮影間隔を設定すれ

ば，前後の写真から補うことができる．現地調査を行なった１１月１３日の14時10分から１４

時50分を例にすると，反射が生じる範囲は画面の10％以下と予測されるため，前後の写真

が10％以上重複するように連続撮影を行なえばよい．撮影高度については，高度が低いと

航空機に驚いた鳥が飛んでしまい，逆に高度が高いと鳥が写らなくなる可能性がある．今回

の撮影高度457ｍでは，スズガモの群れの形状や分布範囲に大きな変化がみられなかったが，

一部の個体が移動する場合があった．したがって，対象種の体のサイズや習性によっては，

高度の調整が必要であろう．写真からはスズガモとカモメ類の区別は可能であるが，スズガ

モの群れの中に混ざるほかのカモ類やカイツブリ類との区別は困難である．また，潜水して

採食するスズガモでは，撮影時に水中に潜っている個体は写真に写らない．そのため，上空

からの撮影だけでなく，陸上から個体数・種構成・行動などの補足調査も必要と考えられ

る．
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AnexperlmentincountingthenumberofGreaterScaupsbyaerialphotographs
●

TakayukiKanzaki1,YoshitakaMinowal,EizouYahagil＆KoUjiSatou2

1・JapaneseSocietyibrPreservationofBirds,2.5.5,Shinjuku,Shinjuku-ku,Tokyo160,Japan，

２.AsiaAirSurveyCo・Ltd､13-16,Tamum-cho,Atugi-shi,Kanagawa243,Japan．

GreaterScaupsAy"i池加αγ並zfbImsomenocksofagreatnumberofindividualsonthe

surfaceoftheseainTokyoBayinwinter・Theirprecisenumberisimpossibletogmspby

observationfmmtheshore，TherefO正,weexaminedthevalidityofthemethodofusingaerial

photographs・

Colorphotographswhichweretakenａｔａｈｅｉｇｈｔｏｆ４５７ｍｏｎｌ３Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ９９6,clearly

showedeachindividual・Thus,themethodwasconsideredtobesuitablefOrcountingthe

numberandestimatingthedistribution．
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